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題字は京都労働学校初代校長、故住谷悦治先生の筆です。

四季の彩画

　四季折々の花や動物、京の伝統行事を
楽しく描きます。

木版画・木彫

　木の温もりを感じながら作品を作り
ます。

日本画

　日本画独特の伝統的基本技術が学べ
ます。

午後第1・3水曜 午前毎週金曜

午前毎週金曜

ラボールカルチャー教室の講座紹介
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謹 賀 新 年

　あけましておめでとうございます。
旧年中の学園運営への園員の皆さま
のご協力に心より感謝を申し上げま
す。新年を迎えるにあたり、年頭の
ご挨拶をさせていただきます。
　ラボール学園は、労働組合、地方自治体（京都府、京都
市）および学識経験者の協力の下で、１９５７年に設立され、
勤労者教育に取り組んでまいりました。現在は、京都労働
学校（リカレント教育講座）、カルチャー教室（文化教養講
座）、英会話教室、パソコン教室をはじめとする各種の教育
事業のほか、勤労者の意識調査、「さわやかわーく―京都市・
働く人の情報サイト―」の運営などの調査・資料収集・情
報提供事業を実施しております。
　このように、本学園は、勤労者教育を中心に各種の事業
を行っていますが、「働くこと」を取り巻く社会・経済の状
況が複雑化し、また、「働くこと」に対する価値観が多様化
する現在にあって、「働くこと」に関する知見は、勤労者に
限らず、社会・経済を担う幅広い人たちにとって不可欠の
素養となっています。たとえば、京都労働学校においては、
今年度の秋期に、「多様な労働者と労働法―ダイバーシティ
の視点から―」という講座を開講しています。この講座は、

近時注目が高まっているダイバーシティ経営をめぐる議論
を手掛かりとして、とくに労働者の属性――女性労働者、
若齢の労働者、高齢の労働者、性的少数者である労働者、
外国人労働者、兼業・副業をする労働者、障害がある労働
者、病気を抱える労働者、妊活・育児をする労働者、介護
をする労働者など――という切り口から、労働法のルール
を解説するものです。ここで、ダイバーシティ経営が求め
られる背景には、少子化による労働力人口の減少や労働者
のライフスタイル・価値観の多様化を受けて、これまで企
業が中核的な人材として想定してきた属性――日本人で、
男性で、健康で、残業・転勤に対応可能で、会社への忠誠
心があるなど――を備える労働者だけでは企業が必要とす
る人材を確保できなくなったという事情があります。つま
り、労働者の多様性をめぐる一群のルールは、それが直接
に意図する労働者の保護や労働市場の規律だけでなく、目
覚ましく変容する社会・経済の在り方への各種の対応策と
しても機能することを期待されているといえます。このよ
うに考えると、労働者の様々な属性に対応するルールは、
これらの属性をもつ労働者自身によるキャリア設計だけで
なく、経営者による人材活用にも、さらには、市民による
社会参加にも役立つ素養だということができそうです。
　以上のお話はほんの一例ですが、今年も、勤労者教育が
果たしうる多様な役割を意識しつつ、職員・役員の皆さん
と学園運営に携わろうと考えております。園員の皆さまに
おかれましては、今後とも、学園運営に関するご指導とご
支援を賜りますようお願いを申し上げます。

　明けましておめでとうございま
す。府民の皆さまにおかれましては、
つつがなく新しい年をお迎えのこ
ととお慶び申し上げます。
　昨年は、元日に能登半島地震が発生し、８月には初めて
南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）が発表されました。
改めて「危機管理」がいかに行政における根幹的な役割で

あるか、ということを痛感した一年であり、新しく整備し
た常設の危機管理センターを拠点として、全ての営みの土
台となる府民の皆さまの安心・安全の確保に全力で取り組
んでまいります。
　一方で、昨年は府立植物園や京都丹後鉄道・宮津線が１００
周年を迎えるとともに、国内最大規模の国際スタートアッ
プカンファレンス「IVS」を２年連続で京都で盛大に開催し、
次の１００年に向けて多様な価値を生み出していく新たな一
歩となった一年でもありました。
　「万巻の書を読み、万里の道を往く」。これは「最後の文
人画家」と称された富岡鉄斎の座右の銘です。書物を読み
各地を巡って多くの事象に触れることを実践した彼は、そ
の経験の中から多様な価値を見出しました。都として交流
の中心地であった京都には、鉄斎のような人々や文物が行
き交い、そうした交流の中から人々の心の発露が文化とい

学園長　坂井 岳夫

年頭のご挨拶挨拶   

京都府知事　西脇 隆俊

京都からいのち輝く 
未来を切り拓く　　  



（ 3 ） 

　あけまして、おめでとうございま
す。
　新たな年の始まりに、皆様の御多
幸をお祈りいたします。
　市長就任から、間もなく１年が経とうとしています。こ
の間、「市民対話会議」を開催し、様々な立場の皆様と直接、
対話するとともに、時間の許す限り京都のまちを歩き、京
都に暮らし、働く方々との出会いを通じて、まちのあり様
を私なりに見つめ直してきました。
　京都の特性とも言える「まち柄」を確認する中で見えて
きたのは、京都の課題と大きな可能性です。
　地域コミュニティや文化、伝統など、京都を支えてくだ
さっている担い手の減少や、就職期や結婚・子育て期の方々
の市外流出、一部の観光地での混雑やマナーなどの観光課
題、更にはオフィス空間の不足等といったまちの課題を改
めて認識しました。
　一方で、京都が受け継ぐ文化や価値観を魅力に感じ、多
彩な人々が訪れていることや、発展に向けたポテンシャル

のあるエリアの存在、そして、まちづくりの現場で活躍す
る大学生などの若者の姿などに大きな可能性を感じていま
す。京都で育まれてきた自治の伝統と心意気を生かし、ま
ちを次代に繋いでいくためには、人と人との垣根を低くし、
多彩な担い手を結び付けていくことが必要です。
　昨年は、京都市の喫緊の課題である人口流出を抑制する
ため、若者・子育て世帯の定住を促進する「京都安心すま
い応援金」を創設するとともに、観光混雑対策として全国
初の「観光特急バス」の運行開始など、これからのまちづ
くりの芽出しとなる事業を展開しました。
　更には、京都の「まち柄」など本質的な価値や強みを継承・
発展し、令和９年度までに取り組む政策等をまとめた「新
京都戦略（骨子）」をお示ししたところです。
　今年の干支は乙巳（きのとみ）です。努力を重ねながら
物事を安定させていく意味が込められています。これまで
の取組の芽吹きを大きく育てていくため、令和７年度は、新
京都戦略に基づき、多彩な人々が集い、誰もが個性を生か
して活躍できる、すべての人々に「居場所」と「出番」の
ある社会の実現に全力で取り組んでまいります。
　現在、京都市のまちの未来像となる「長期ビジョン」の
策定に向けた取組も進めています。これからの時代を担う
若者はもちろんのこと、京都で働き、学び、憩う多様な市
民の皆様に「自分ごと」として京都の未来を考えていただき、
多くの声をつないで未来を構想してまいりますので、是非、
皆様の思いをお聞かせください。

う価値となって、京都から各地へもたらされました。新し
い価値は絶え間のない交流から生まれます。文化庁とも手
を携えつつ府内各地の多彩な文化の掘り起こしや磨き上げ
を行い、京都が守ってきた「人のつながり」を大切に、誰
もが未来に夢や希望を持てる「あたたかい京都づくり」を
さらに進めてまいります。
　さあ、いよいよ大阪・関西万博が開幕します。日本にお
ける最初の博覧会が１８７１年にここ京都で開かれて以来一世
紀半。今も昔もイノベーションが京都で生まれ続けている
のは、技術の進歩を人々の幸せに結び付ける文化と心根が

京都に息づいているからにほかなりません。今こそ私たち
が大切に受け継いできた「継承」と「創造」の精神で新し
い価値を生み出し、世界の人々を府内各地へいざない、大
きな交流をつくり出すことで、京都からいのち輝く未来を
切り拓きたいと考えております。
　今年は、再生と変化を象徴する巳年。時流を柔軟に捉え、
努力を重ねながら、皆さまと共に進んでまいる所存です。
今年一年の皆さまのご健勝とご多幸を心からお祈り申し上
げ、新年のごあいさつといたします。

京都市からのお知らせ

京都市長　松井 孝治

～京都のまちを 　   
　   　未来に繋ぐ～
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京都府労働施策紹介㉚

京都府生涯現役クリエイティブセンターのご案内

　　   京都府生涯現役クリエイティブセンター
京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町７８番地  京都経済センター３F
TEL：075ー741ー8600 
E-mail：info@recurrent-kyoto.com

京都市営地下鉄烏丸線｢四条駅｣北口改札出てすぐ
阪急電車京都線｢烏丸駅｣２６番出口直結
京都市営バス｢四条烏丸」徒歩すぐ

 火曜～金曜　９：００～ １９：００
 月曜・土曜　９：００～ １７：００

当センターでは、「スキルアップしてもっと社内で輝きたい」「新しいことに挑戦したい」「地域に貢献 
したい」という皆様を応援するため、リカレント教育の提供を中心に、相談から新しい活躍の場へのマッ
チングまで、一貫した支援を行っています。

経験豊富なカウンセラーが
ご相談に応じます！

ビジネススキルから地域貢献
まで、 多種多様な研修を実施
しています！ 

府内リカレント情報掲載サイト
  京都リカレントナビ
府内大学・経済団体等の機関が
実施するリカレント教育の情報を
掲載しています

マッチング会の開催など、
一人ひとりに合わせたマッチング
支援を実施しています！

完全無料の
オンライン学習プラットフォーム 会員登録はこちらから→

学び直しサイトKYO育tv.は、京都府内企業の経営者や在職者、府内企業での就労を目指す求職者の皆様に
向け、ビジネスやスキルアップに関する講座をオンデマンド（録画視聴）配信しています。

◆ＫＹＯ育ｔｖ.デジタルスキル向上講座のご案内◆
この度、ＫＹＯ育ｔｖ.において、デジタル初心者の方に各分野の基礎知識を習得していただくため
の「デジタルスキル向上講座」を開催します！ご興味のある方は是非お申込みください！
★生成ＡＩやＷＥＢデザインなど旬なテーマ　★完全無料

アクセス

営業時間 公式HP

第１回
詳細・申込
↓

第３回
詳細・申込
↓

第２回
詳細・申込
↓

第４回
詳細・申込
↓
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